
『
氷
室
』2

0
2
2

年6

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
一
）
仲
夏

植
物

【
葵
】

立
葵

花
葵

蜀
葵

銭
葵

『
万
葉
集
』
以
来
、
「
葵
」
ば
立
葵
の
こ
と
で
、
ア
オ
イ
科
の
多

年
草
で
あ
る
。
観
賞
用
と
し
て
植
え
ら
れ
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

な
る
。
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
葉
腋
に
短
い
花
柄
を
持
っ
た
大

き
な
花
を
つ
け
る
。
花
は
下
か
ら
順
に
咲
く
。
花
弁
は
五
個
、
花
径

は
一
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
に
な
る
。

立
葵
の
花
は
六
月
か
ら
咲
き
始
め
、
四
〇
日
か
ら
五
〇
日
ほ
ど
咲

い
て
い
る
の
で
「
梅
雨
葵
」
と
も
呼
ば
れ
、
花
が
終
わ
る
と
梅
雨
が

明
け
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

日
差
し
を
求
め
る
姿
か
ら
「
仰
日(

あ
ふ
ひ)
」
と
呼
ば
れ
、
「
ア

オ
イ
」
に
転
じ
た
。「
会
う
日
」
に
掛
け
て
万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
た
。

名
前
か
ら
静
岡
市
と
会
津
若
松
市
の
市
の
花
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

葵
祭
の
葵
、
徳
川
家
の
「
葵
の
御
紋
」
は
「
二
葉
葵
」
で
、
初
夏
、

植
物
の
季
語
で
あ
り
、
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
カ
ン
ア
オ
イ
属
の
多
年

草
で
あ
る
。
葵
に
似
た
葉
を
二
つ
つ
け
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

立
葵
は
薬
草
と
し
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

利
尿
作
用
が
あ
り
干
し
た
花
を
煎
じ
て
飲
ん
で
い
た
。
花
や
葉
を
乾

燥
さ
せ
て
薬
と
す
る
。
喉
の
腫
れ
や
痛
み
を
緩
和
し
て
炎
症
を
抑
え

る
。
ま
た
下
痢
止
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

紅
蜀
葵
、
も
み
ぢ
あ
ふ
ひ
、
黄
蜀
葵
、
と
ろ
ろ
あ
ふ
ひ
も
立
葵
の

仲
間
で
大
き
な
花
を
付
け
る
。

イ
ラ
ク
の
シ
ャ
ニ
ダ
ー
ル
洞
窟
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
埋
葬

地
に
、
人
骨
と
共
に
赤
い
タ
チ
ア
オ
イ
が
発
見
さ
れ
た
。
死
者
を
悼

む
葬
送
に
こ
の
花
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年7

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
二
）
晩
夏

植
物

【
沙
羅
の
花
】

さ
ら
の
花

夏
椿

姫
沙
羅

ナ
ツ
ツ
バ
キ
（
夏
椿
、
沙
羅
）
は
ツ
バ
キ
科
ナ
ツ
ツ
バ
キ
属
の
落

葉
高
木
で
あ
る
。
シ
ャ
ラ
ノ
キ
、
シ
ャ
ラ
と
も
呼
ば
れ
る
。
夏
椿
の

名
は
花
や
葉
の
形
が
椿
に
似
て
い
て
、
花
が
夏
に
咲
く
と
い
う
こ
と

が
由
来
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ル
ナ
メ
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
成
長
す
る

と
幹
肌
が
次
つ
ぎ
と
剥
が
れ
て
、
す
べ
す
べ
し
て
く
る
の
で
「
サ
ル

ス
ベ
リ
」
の
異
名
も
あ
る
。

イ
ン
ド
北
部
の
フ
タ
バ
ガ
キ
科
の
サ
ラ
ソ
ウ
ジ
ュ
（
シ
ャ
ラ
ノ
キ
）

に
似
て
い
る
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
、
仏
教
の
聖
樹
で
あ
る
沙
羅

双
樹
を
夏
椿
に
当
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ャ
ラ
は
沙
羅
双
樹
の
サ

ラ
か
ら
転
じ
た
。
し
か
し
私
が
タ
イ
の
寺
院
で
見
た
シ
ャ
ラ
ソ
ウ
ジ

ュ
の
花
と
木
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
姿
で
あ
り
、
平
家
物
語
の
冒
頭

の
「
花
の
色
」
は
、
ま
さ
し
く
こ
れ
だ
と
思
っ
た
。

夏
椿
の
原
産
地
は
日
本
か
ら
朝
鮮
半
島
に
か
け
て
で
、
日
本
で
は

宮
城
県
、
福
島
県
、
新
潟
県
以
西
の
本
州
、
四
国
、
九
州
に
自
生
す

る
。
深
山
の
谷
間
に
あ
り
、
涼
し
い
場
所
、
湿
潤
な
土
地
に
あ
る
。

栽
培
も
さ
れ
て
い
て
、
北
海
道
南
部
か
ら
九
州
の
範
囲
で
広
く
植
栽

可
能
で
あ
る
。
小
ぶ
り
の
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
も
山
地
に
自
生
し
、
栽
培
も

さ
れ
て
い
る
。

落
葉
広
葉
樹
の
株
立
ち
で
樹
皮
は
滑
ら
か
で
赤
褐
色
、
一
〇
年
目

く
ら
い
か
ら
樹
皮
が
薄
く
不
規
則
に
剥
が
れ
、
独
特
の
褐
色
と
灰
褐

色
の
斑
紋
が
で
き
る
。
花
期
は
梅
雨
期
で
、
朝
に
開
花
し
て
夕
方
に

落
花
す
る
一
日
花
で
あ
る
。
京
都
の
妙
心
寺
塔
頭
で
あ
る
東
林
院
は

「
沙
羅
双
樹
の
寺
・
京
都
の
宿
坊
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年7

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
三
）
晩
夏

植
物

【
瓜
】

初
瓜

甜
瓜

真
桑
瓜

越
瓜

瓜
畑

ウ
リ
は
、
狭
義
に
は
メ
ロ
ン
が
東
方
に
伝
わ
っ
て
で
き
た
品
種
群

の
総
称
で
あ
り
、
広
義
に
は
ウ
リ
科
の
果
菜
類
の
総
称
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
主
に
狭
義
の
ウ
リ
の
こ
と
を
述
べ
る
。

メ
ロ
ン
は
イ
ン
ド
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
に
か
け
て
が
原
産
地
で
あ

る
。
果
実
を
食
用
に
す
る
た
め
栽
培
化
さ
れ
、
早
く
か
ら
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
全
域
に
伝
播
し
た
。
日
本
列
島
で
も
貝
塚
か
ら
種
子
が
発
掘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海
の
島
嶼
で
人
里
近
く
で
苦
味
の
強

い
小
さ
な
果
実
を
つ
け
る
野
生
化
し
た
雑
草
の
メ
ロ
ン
が
あ
る
。
縄

文
時
代
に
は
伝
わ
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
古
来
「
ウ
リ
（
フ
リ
）
」
の
名
で
親
し
ま
れ
、
中
国
で
は

「
瓜
」
の
漢
字
が
あ
て
ら
れ
た
。
韓
国
の
マ
ク
ワ
ウ
リ
も
美
味
し
い
。

近
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
西
ア
ジ
ア
の
品
種
群
が
伝
え
ら
れ
た
と
き
、

同
じ
種
で
あ
っ
て
も
在
来
品
種
に
比
べ
て
芳
香
や
甘
み
が
強
く
、
そ

ち
ら
を
「
メ
ロ
ン
」
の
名
で
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
で
は
甘
み
や
清
涼
感
を
味
わ
え
る
「
マ
ク
ワ
ウ
リ
（
甜
瓜
）
」

な
ど
の
品
種
群
が
あ
る
が
、
キ
ュ
ウ
リ
や
シ
ロ
ウ
リ
の
よ
う
に
熟
し

て
も
甘
み
の
少
な
い
野
菜
類
も
で
き
た
。
ま
た
、
日
本
の
環
境
に
適

合
す
る
品
種
改
良
が
行
わ
れ
た
結
果
、
メ
ロ
ン
と
マ
ク
ワ
ウ
リ
の
交

配
で
プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
な
ど
が
で
き
た
。

中
国
の
西
域
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
オ
ア
シ
ス
地
帯
で
は
、

古
来
栽
培
さ
れ
て
き
た
品
種
の
「
ハ
ミ
ウ
リ
」
が
と
て
も
美
味
し
い
。

ト
ル
フ
ァ
ン
の
葡
萄
と
と
も
に
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
の
楽
し
み
の

一
つ
で
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年8

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
四
）
初
秋

植
物

【
馬
鈴
薯
】

馬
鈴
薯

ば
れ
い
し
よ

馬
鈴
薯
は
南
米
高
地
原
産
の
ナ
ス
科
の
一
年
生
作
物
で
、
そ
の
塊

茎
が
食
用
に
な
る
。

「
新
馬
鈴
薯
（
し
ん
じ
ゃ
が
）
」
は
独
特
の
美
味
し
さ
で
、
夏
の

季
語
で
あ
る
。

一
六
世
紀
末
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
日
本
に
渡
来
し
た
の
で
「
ジ
ャ

ガ
タ
ラ
芋
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
を
略
し
た
名
が
「
ジ
ャ
ガ
芋
」
で

あ
る
。
ま
た
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
も
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
栽
培
し
た
。
寛
政
年
間
に
探
検
家
の
最
上
徳
内
が
ア
ブ
タ
（
現

在
の
洞
爺
湖
町
虻
田
地
区
）
に
種
芋
を
持
ち
込
み
、
地
域
の
ア
イ
ヌ

が
栽
培
し
た
の
が
、
北
海
道
で
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
伝
来
だ
と
言
わ
れ
る
。

本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
の
は
明
治
維
新
後
で
、
北
海
道
の
開
拓
に

利
用
さ
れ
た
。
初
代
根
室
県
令
湯
地
定
基
に
よ
り
普
及
し
、
川
田
龍

吉
男
爵
に
よ
っ
て
「
男
爵
い
も
」
が
定
着
し
た
。

英
語
の
ポ
テ
ト

(potato
)

の
語
源
は
、
タ
イ
ノ
族
の
言
葉
で
サ

ツ
マ
イ
モ
を
意
味
す
る

batata

が
、
ス
ペ
イ
ン
語
の

patata

に
変

化
し
た
の
が
元
で
あ
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
原
産
地
で
の
言
語
の
一
つ
、

ケ
チ
ュ
ア
語
で
は

papa

と
い
う
。

大
小
多
数
の
塊
茎
を
澱
粉
の
原
料
や
料
理
に
使
う
。
栽
培
が
容
易

で
、
救
荒
食
料
と
し
て
広
ま
っ
た
。
保
存
が
き
く
野
菜
と
し
て
扱
わ

れ
る
一
方
で
、
主
食
に
も
な
る
食
物
で
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン

C

や
カ

リ
ウ
ム
な
ど
の
豊
富
な
栄
養
を
含
む
の
が
特
長
で
あ
る
。
た
だ
し
発

芽
し
た
芽
や
光
に
当
た
っ
て
緑
色
に
な
っ
た
皮
な
ど
に
は
有
害
物
質

を
含
む
の
で
、
調
理
の
時
に
は
取
り
除
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年8

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
五
）
三
秋

植
物

【
自
然
薯
じ
ね
ん
じ
よ
】

山
の
芋

山
芋

山
野
に
自
生
す
る
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
の
蔓
性
多
年
草
の
根
茎
が
自
然

薯
で
あ
る
。
夏
に
花
が
咲
き
、
葉
腋
に
零
余
子
を
生
じ
る
。

自
然
薯
は
日
本
原
産
で
、
北
海
道
南
西
部
か
ら
本
州
、
四
国
、
九

州
、
沖
縄
に
分
布
す
る
。
国
外
で
は
台
湾
お
よ
び
朝
鮮
半
島
、
中
国

に
分
布
す
る
。
山
野
の
林
縁
な
ど
に
自
生
し
、
里
山
の
林
道
沿
い
や

河
川
沿
い
の
土
手
に
生
え
る
。
や
や
湿
っ
た
土
壌
を
好
む
が
、
鬱
蒼

と
し
た
林
の
中
で
は
自
生
し
に
く
い
。
条
件
が
合
え
ば
公
園
の
植
え

込
み
で
も
育
つ
。

雌
雄
異
株
の
多
年
生
つ
る
植
物
で
、
茎
は
淡
緑
色
で
他
の
も
の
に

絡
み
、
地
上
部
は
一
年
で
枯
れ
る
。
葉
は
長
卵
形
か
ら
三
角
状
披
針

形
で
、
基
部
が
凹
ん
だ
細
長
い
ハ
ー
ト
形
を
し
て
い
る
。

薯
蕷
（
な
が
い
も
）
は
、
畑
で
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
、
と
ろ
ろ
汁

の
元
で
あ
る
。
野
山
に
自
生
し
て
い
る
も
の
は
「
自
然
薯
」
で
、
味

も
粘
り
も
強
く
、
滋
養
強
壮
と
し
て
高
価
で
あ
る
。
根
茎
の
汁
が
肌

に
つ
く
と
か
ゆ
み
を
感
じ
る
と
き
が
あ
る
が
、
根
茎
に
含
ま
れ
る
サ

ポ
ニ
ン
に
よ
っ
て
肌
が
刺
激
さ
れ
る
た
め
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の

人
は
強
く
感
じ
る
と
き
が
あ
る
。
ム
チ
ン
は
、
た
ん
ぱ
く
質
の
吸
収

を
促
し
て
、
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
制
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下

に
も
効
果
が
あ
る
。
栄
養
素
と
し
て
は
ビ
タ
ミ
ン

B

群
、
ビ
タ
ミ

ンC

、
カ
リ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
を
含
む
。

と
ろ
ろ
を
麦
飯
に
か
け
た
「
麦
と
ろ
」
が
東
海
道
五
十
三
次
の
鞠

子
宿
（
現
在
の
静
岡
市
駿
河
区
丸
子
）
の
名
物
と
さ
れ
た
。
丁
字
屋

は
慶
長
元
（
一
五
九
六
）
年
創
業
で
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年9

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
六
）
晩
秋

動
物

【
秋
刀
魚
】

さ
い
ら

初
さ
ん
ま

秋
刀
魚
を
古
く
は
「
さ
い
ら
」
（
佐
伊
羅
魚
）
と
呼
ん
だ
。
さ
ま

な
（
狭
真
魚
）
と
か
、
さ
ん
ま
（
青
串
魚
）
と
も
言
わ
れ
た
。
サ
ン

マ
の
学
名
は
「C

ololabis
saira

」
と
い
う
が
、
日
本
の
古
称
が
使

わ
れ
て
い
る
。
「
さ
い
ら
」
は
紀
伊
半
島
で
の
地
方
名
で
も
あ
る
。

夏
目
漱
石
は
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
中
で
「
三
馬
」
と
記
し
た
。

現
代
に
お
い
て
唯
一
の
漢
字
表
記
と
な
っ
て
い
る
「
秋
刀
魚
」
は
、

一
九
二
二
年
（
大
正
一
〇
年
）
の
佐
藤
春
夫
の
詩
『
秋
刀
魚
の
歌
』

か
ら
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
サ
ン
マ
」
を
欧
米
に
紹
介
し
た
の
は
、
一
八
五
四
年
に
日
米
和

親
条
約
締
結
の
た
め
来
日
し
た
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
が
連
れ
て
き
た

学
術
調
査
団
の
団
員
で
あ
っ
た
。
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ヤ
マ
メ
、
マ
ア
ナ

ゴ
、
イ
ト
ウ
な
ど
六
二
種
の
日
本
産
の
魚
を
「
新
種
」
と
し
て
紹
介

し
、
そ
の
中
に
「
サ
ン
マ
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。

サ
ン
マ
は
胃
が
無
く
、
短
く
直
行
す
る
腸
が
肛
門
に
繋
が
っ
て
い

る
。
腸
が
短
い
た
め
摂
食
し
た
餌
は
、
二
〇
分
ほ
ど
で
消
化
さ
れ
て

排
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
鱗
が
小
さ
い
上
に
は
が
れ
や
す
い
。
漁
船
か

ら
水
揚
げ
さ
れ
る
際
に
ほ
と
ん
ど
の
鱗
が
は
が
れ
落
ち
て
し
ま
う
。

水
揚
げ
の
と
き
剥
が
れ
た
鱗
を
多
数
呑
み
込
ん
い
る
。

秋
の
サ
ン
マ
は
脂
肪
分
が
多
く
独
特
の
風
味
が
あ
り
、
塩
焼
き
に

し
て
、
カ
ボ
ス
、
ス
ダ
チ
、
ユ
ズ
、
レ
モ
ン
、
ラ
イ
ム
な
ど
の
搾
り

汁
や
ポ
ン
酢
、
醤
油
な
ど
を
か
け
、
さ
ら
に
大
根
お
ろ
し
を
添
え
て

食
べ
る
。
餌
を
食
べ
て
か
ら
排
出
す
る
時
間
が
短
い
た
め
、
内
臓
が

美
味
い
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年9

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
七
）
三
秋

動
物

【
鰯
】

鰮

真
鰯

日
本
で
「
イ
ワ
シ
」
と
い
え
ば
、
ニ
シ
ン
科
の
マ
イ
ワ
シ
と
ウ
ル

メ
イ
ワ
シ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
科
の
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
計
三
種
を
指

す
。
「
潤
目
鰯
」
の
こ
と
は
以
前
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ

で
は
潤
目
鰯
以
外
の
「
鰯
」
の
こ
と
を
書
く
。

「
鰯
」
の
字
は
国
字
で
あ
る
が
、
中
国
で
も
使
用
さ
れ
る
。
中
国

語
で
は
主
に
「
鰮
魚
」
ま
た
は
英
語
の
サ
ー
デ
ィ
ン
を
音
訳
し
た
「
沙

丁
魚
」
「
撒
丁
魚
」
な
ど
が
使
わ
れ
る
。
ロ
シ
ア
語
の
イ
ヴ
ァ
シ
ー

(

и
в
а
с
и)

も
日
本
語
に
由
来
す
る
。

諸
外
国
に
鰯
に
相
当
す
る
言
葉
は
見
つ
か
ら
な
い
。
英
語
で
は
、

マ
イ
ワ
シ
類
は
ニ
シ
ン
亜
科
の
数
属
の
小
魚
と
合
わ
せ
て
サ
ー
デ
ィ

ン
「sardine

」
と
呼
ぶ
。
日
本
で
い
う
鰯
の
他
に
も
「
マ
マ
カ
リ
」

な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
科
全
体
を
ア
ン
チ
ョ
ビ

「anchovy

」
と
呼
び
、「
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
」
と
訳
し
て
い
る
が
「
エ

ツ
」
な
ど
を
含
む
。
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
は
ラ
ウ
ン
ド
ヘ
リ
ン
グ
「round

herring

」
と
呼
ぶ
。

海
に
接
す
る
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
食
用
に
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で

は
、
鮮
度
が
よ
い
も
の
が
美
味
で
、
「
七
度
洗
え
ば
鯛
の
味
」
と
言

う
。
日
本
近
海
の
マ
イ
ワ
シ
は
産
卵
前
に
栄
養
を
蓄
え
脂
が
の
っ
て

い
る
六
月
か
ら
七
月
が
旬
で
、
「
入
梅
鰯
」
と
呼
ぶ
。
さ
し
み
や
寿

司
な
ど
生
食
の
食
べ
方
は
外
国
人
が
驚
く
。

Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
、
不
飽
和
脂
肪
酸
を
豊
富
に
含
む
。
ユ
ビ

キ
ノ
ン
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
プ
リ
ン
体
も
多
量
に
含
む
か
ら
、

痛
の
人
は
、
摂
取
を
控
え
る
ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年1
0

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
八
）
三
秋

晩
秋

【
柿
】

甘
柿

渋
柿

富
有
柿

次
郎
柿

熟
柿

木
守
柿

柿
日
和

学
術
上
の
植
物
名
は
カ
キ
ノ
キ
（
柿
の
木
）
で
、
カ
キ
（
柿
）
は

柿
の
木
の
果
実
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
両
方
を
柿
と
呼
ぶ
。
野
生
の

カ
キ
ノ
キ
は
山
柿
と
も
呼
ば
れ
る
。

柿
は
北
海
道
を
除
く
各
地
に
あ
る
。
和
名
「
か
き
の
き
」
の
語
源

は
、
赤
木
（
あ
か
き
）
、
暁
（
あ
か
つ
き
）
の
略
語
で
あ
る
と
い
う

説
、
あ
る
い
は
「
輝
き
」
の
転
じ
た
名
な
ど
諸
説
あ
る
。
中
国
の
揚

子
江
沿
岸
の
原
産
と
い
わ
れ
、
漢
名
は
柿
（
シ
）
で
あ
る
。
日
本
国

外
で
は
、
中
国
の
他
に
も
朝
鮮
半
島
、
済
州
島
に
分
布
す
る

学
名
は
「
デ
ィ
オ
ス
ピ
ロ
ス
・
カ
キ
（D

iospyros
kaki

）
」
で
、

一
七
八
九
年
に
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
一
八
七
〇
年
に
北
ア
メ

リ
カ
へ
と
伝
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
名
に
「kaki

」
が
使
わ
れ
た
。

果
実
の
柿
は
日
本
で
食
用
と
し
て
親
し
ま
れ
た
果
物
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
英
語
で
カ
キ
フ
ル
ー
ツ
（kaki

fruit

）
、
ド
イ
ツ
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
な
ど
も
カ
キ
「kaki

」
で
通
る
。

英
語
に
柿
を
表
す
「
パ
ー
シ
モ
ン
（persim

m
on

）
」
の
語
源
は
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
東
部
の
先
住
民
の
言
語
、
ポ
ウ
ハ
タ
ン
語
で
「
干
し

果
物
」
を
意
味
す
る
名
詞
「
ペ
ッ
サ
ミ
ン(putcham

in,
pasim

inan,

pessam
in
)

」
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
ガ
キ
（D

iospyros
virginiana

）

の
実
を
干
し
て
保
存
食
と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

欧
米
で
イ
ス
ラ
エ
ル
産
の
柿
「
シ
ャ
ロ
ン
・
フ
ル
ー
ツ(sharon

fruit)

」
が
流
通
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
シ
ャ
ロ
ン
平
野
に
因
む
名

で
あ
る
。

柿
の
こ
と
を
書
き
始
め
る
と
呼
び
名
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年1
0

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
二
九
）
三
秋

動
物

【
鯊
】

沙
魚

鯊
の
秋

鯊
の
潮

鯊
日
和

「
子
持
鯊
」
は
仲
春
、
動
物
の
季
語
で
あ
り
、
「
鯊
釣
、
鯊
舟
」

が
三
秋
、
生
活
の
季
語
で
あ
る
。
ま
た
、
鯊
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び

名
が
あ
り
、
ふ
る
せ
、
真
鯊
、
黒
鯊
、
赤
鯊
、
虎
鯊
、
飛
鯊
、
ち
ち

ぶ
、
ど
ん
こ
な
ど
の
傍
題
が
詠
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ハ
ゼ
は
条
鰭
綱
ス
ズ
キ
目
ハ
ゼ
亜
目
に
分
類
さ
れ
る
魚
の
総
称
で

あ
り
、
種
類
数
は
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
二
一
〇

〇
種
類
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
。
未
発
見
、
未
分
類
の
種
も
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
増
え
る
。
サ
ン
ゴ
礁
、
岩
礁
海
岸
、
内
湾
の
砂
泥

底
、
干
潟
、
汽
水
域
、
海
と
川
を
回
遊
す
る
も
の
、
汽
水
域
な
ど
ご

と
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
鯊
が
い
る
。

鯊
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
海
に
下
っ
て
産
卵
す
る
。
こ
の
頃
の
鯊

が
美
味
で
釣
の
対
象
と
さ
れ
、
鯊
日
和
の
季
語
に
な
る
。
繁
殖
期
に

は
雄
が
巣
穴
に
雌
を
誘
っ
て
産
卵
す
る
。
巣
穴
は
自
分
で
作
っ
た
り
、

蝦
や
蟹
の
巣
穴
、
空
き
缶
の
利
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
産
卵
後

は
雄
が
卵
を
守
る
。
食
用
に
な
る
マ
ハ
ゼ
な
ど
は
釣
り
、
漁
業
の
対

象
に
な
る
。
ル
ア
ー
を
含
む
釣
り
餌
に
貪
欲
に
喰
ら
い
つ
き
、
東
京

湾
の
よ
う
な
都
市
部
の
海
岸
や
海
岸
近
く
に
浮
か
べ
た
船
か
ら
で
も

手
軽
に
多
く
釣
れ
る
か
ら
、
鯊
釣
は
人
気
が
あ
る
。

多
く
の
種
類
の
鯊
が
佃
煮
、
唐
揚
げ
、
天
ぷ
ら
な
ど
の
食
用
に
な

り
、
鯊
の
焼
き
干
し
を
正
月
の
伝
統
的
な
雑
煮
の
出
汁
と
し
て
使
う

地
域
が
あ
り
、
高
級
魚
と
さ
れ
て
い
る
。
食
用
に
す
る
場
合
、
鯊
類

は
傷
み
や
す
い
の
で
、
活
か
し
て
持
ち
帰
る
か
、
氷
な
ど
で
締
め
て

持
ち
帰
ら
な
い
と
生
臭
い
臭
い
が
発
生
す
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年1
1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
〇
）
初
冬

天
文

【
凩
】

木
枯

冬
の
到
来
を
告
げ
る
強
い
北
風
で
あ
る
。
乾
い
た
木
の
葉
を
吹
き

落
と
し
、
文
字
通
り
木
を
枯
ら
す
風
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
吹
き
飛

ば
さ
れ
た
枯
葉
は
風
の
道
筋
を
追
い
か
け
て
飛
ん
で
い
く
。

凩
と
い
う
字
は
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
が
国
字
で
あ
る
。
風
の

省
略
形
の
「
几
」
と
「
木
」
を
合
わ
せ
た
意
味
を
持
た
せ
た
会
意
文

字
で
あ
る
。

気
象
庁
で
は
、
東
京
に
お
け
る
木
枯
の
条
件
と
し
て
、
期
間
は
一

〇
月
半
ば
か
ら
一
一
月
末
ま
で
の
間
に
限
り
、
気
圧
配
置
が
西
高
東

低
の
冬
型
と
な
っ
て
季
節
風
が
吹
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
東
京
で
は

風
向
が
西
北
西
な
い
し
北
で
あ
る
。
ま
た
、
東
京
に
お
け
る
最
大
風

速
が
、
お
お
む
ね
風
力
五
、
つ
ま
り
風
速
毎
秒
八
メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
る
。
大
阪
に
お
け
る
木
枯
の
条
件
は
、
期
間
が
霜
降
か
ら
冬
至
ま

で
、
西
高
東
低
の
冬
型
の
気
圧
配
置
、
北
よ
り
の
風
、
最
大
風
速
毎

秒
八
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
。
こ
の
条
件
を
満
た
し
た
風
を
認
定
し
、

最
初
の
木
枯
を
「
木
枯
ら
し
一
号
」
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ

は
関
東
地
方
（
東
京
）
と
近
畿
地
方
（
大
阪
）
だ
け
で
発
表
さ
れ
る
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
日
本
に
向
か
っ
て
吹
い
て
く
る
冬
の
季
節

風
が
日
本
海
を
渡
る
時
に
水
分
を
含
む
。
そ
れ
が
日
本
列
島
中
央
部

の
連
山
で
雨
や
雪
を
降
ら
せ
て
水
分
を
失
い
、
太
平
洋
側
で
は
乾
燥

し
た
空
気
と
な
る
。

二
〇
二
一
年
一
二
月
一
日
に
は
「
東
京
で
二
年
ぶ
り
に
木
枯
ら
し

一
号
の
発
表
な
し
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
統
計
が
残
る
一
九

五
一
年
以
降
、
七
回
目
だ
っ
た
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年1
1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
一
）
三
冬

生
活

【
薬
喰
】

紅
葉
鍋

寒
い
時
に
滋
養
に
な
る
肉
類
を
食
べ
る
こ
と
を
い
う
。
か
つ
て
獣

肉
を
食
べ
る
こ
と
を
嫌
う
時
代
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に
も
薬
と
称

し
て
鹿
や
猪
な
ど
を
食
べ
て
い
た
。

最
大
の
鹿
肉
消
費
国
は
ド
イ
ツ
で
、
年
間
消
費
量
は
四
万
ト
ン
以

上
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
か
つ
て
は
鹿
肉
は
猪
肉
と
並
ん
で
一
般
に

食
さ
れ
る
貴
重
な
蛋
白
源
で
あ
り
、
代
表
的
な
大
型
獣
肉
だ
っ
た
が

現
代
で
の
流
通
や
消
費
は
少
な
い
。

猪
肉
は
雌
よ
り
雄
の
方
が
肉
が
軟
ら
か
い
。
日
本
で
は
二
〇
〇
二

年
以
降
は
二
〇
万
頭
以
上
に
増
加
し
て
お
り
、
食
肉
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
ま
で
を
通
じ
て
猪
は
重
要
な
狩
猟
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
縄
文
時
代
早
期
の
遺
跡
か
ら
も
猪
が
出
土
す
る
。

射
殺
後
速
や
か
に
血
抜
き
を
行
う
。
清
流
な
ど
で
肉
を
狩
猟
者
が
洗

う
。
日
本
で
は
野
生
の
猪
は
屠
畜
場
法
の
対
象
外
で
あ
り
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
も
多
い
。
冬

季
に
捕
獲
し
た
猪
肉
は
柔
ら
か
く
、
夏
季
の
猪
肉
は
硬
く
て
脂
肪
含

有
量
も
低
い
。
冬
季
の
猪
肉
は
高
価
格
で
あ
る
。

猪
肉
と
豚
肉
と
を
比
較
す
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン

B12

は
、
猪
肉
の

方
が
三
倍
ほ
ど
多
い
。
猪
肉
の
鉄
の
含
有
量
は
豚
肉
の
約
四
倍
で
あ

る
。
飽
和
脂
肪
酸
、
不
飽
和
脂
肪
酸
と
も
に
猪
肉
は
牛
肩
ロ
ー
ス
肉

と
比
べ
て
半
分
ほ
ど
で
あ
る
。
私
が
育
っ
た
高
知
の
中
山
間
地
の
家

で
は
、
囲
炉
裏
の
鉄
鍋
に
大
根
と
一
緒
に
煮
え
て
い
る
光
景
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。
薄
味
の
醤
油
味
で
煮
込
む
ほ
ど
柔
ら
か
く
な
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年1
2

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
二
）
晩
秋

植
物

尾
池
和
夫

【
満
天
星
紅
葉
】

満
天
星
の
花
、
満
天
星
躑
躅
は
晩
春
の
季
語
で
、
「
ど
う
だ
ん
」

は
灯
台
の
意
味
で
あ
る
。
分
枝
す
る
形
が
古
い
燭
台
に
似
て
い
る
。

若
葉
と
と
も
に
長
い
柄
の
あ
る
壺
型
の
白
い
鈴
蘭
の
よ
う
な
花
が
ぶ

ら
下
が
る
。
満
天
星
躑
躅
は
ツ
ツ
ジ
科
の
落
葉
低
木
で
、
生
け
垣
に

広
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
葉
の
広
い
も
の
は
ヒ
ロ
ハ
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ

ジ
と
区
別
さ
れ
る
。

大
分
県
上
津
江
村
に
酒
呑
童
子
山
が
あ
り
満
天
星
躑
躅
の
群
生
地

が
あ
る
。
四
国
内
で
自
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
高
知
県
の
一
部

の
み
で
、
広
く
分
布
す
る
の
は
ヒ
ロ
ハ
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
と
さ
れ
て

い
る
。
高
知
県
高
岡
郡
日
高
村
の
錦
山
一
帯
は
蛇
紋
岩
地
帯
で
あ
る
。

満
天
星
躑
躅
は
山
地
の
岩
場
、
中
で
も
蛇
紋
岩
が
多
い
場
所
を
好
む
。

そ
の
辺
り
に
満
天
星
躑
躅
が
多
く
み
ら
れ
、
紅
葉
が
山
を
赤
く
染
め

る
。
高
知
県
能
津
地
区
は
日
高
村
の
北
側
、
仁
淀
川
の
南
側
に
位
置

す
る
地
区
で
、
元
は
能
津
村
と
い
う
独
立
し
た
村
で
あ
っ
た
が
、
旧

日
下
村
と
合
併
後
に
日
高
村
と
な
っ
た
。
旧
能
津
村
の
集
落
を
合
わ

せ
て
「
能
津
地
区
」
と
呼
ぶ
。
清
流
仁
淀
川
は
「
水
質
日
本
一
」
の

河
川
に
何
度
も
選
ば
れ
た
。
青
色
で
「
仁
淀
ブ
ル
ー
」
と
い
わ
れ
る
。

「
名
越
屋
沈
下
橋
」
も
能
津
地
区
の
名
越
屋
に
あ
る
。
鮎
、
鰻
、
川

海
老
が
採
れ
る
。

錦
山
も
こ
の
地
区
に
あ
る
。
佐
川
町
出
身
の
牧
野
富
太
郎
が
一
九

一
〇
年
代
に
な
っ
て
錦
山
で
初
め
て
自
生
種
を
発
見
し
た
。
静
岡
県

島
田
市
の
「
ど
う
だ
ん
原
」
に
は
八
〇
〇
〇
本
以
上
の
満
天
星
躑
躅

が
群
生
し
て
お
り
「
市
の
花
」
に
な
っ
て
い
る
。



『
氷
室
』2

0
2
2

年1
2

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
三
）
三
秋

動
物

尾
池
和
夫

【
蓑
虫
】

鬼
の
子

蓑
虫
鳴
く

ミ
ノ
ガ
科
の
蛾
の
幼
虫
で
、
木
の
葉
や
小
枝
を
糸
で
綴
っ
て
巣

を
作
っ
て
蓑
を
纏
っ
て
い
る
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
。
雄
は
成
虫

に
な
る
と
巣
を
離
れ
、
雌
は
成
虫
に
な
っ
て
も
巣
か
ら
離
れ
な
い
。

『
枕
草
子
』
に
「
み
の
む
し
い
と
あ
は
れ
な
り
。
鬼
の
生
み
た
り

け
れ
ば
、
親
に
似
て
こ
れ
も
恐
ろ
し
き
心
あ
ら
む
と
て
、
親
の
あ
や

し
き
衣
ひ
き
着
せ
て
「
今
、
秋
風
吹
か
む
を
り
ぞ
来
む
と
す
る
。
待

て
よ
」
と
言
ひ
お
き
て
、
逃
げ
て
去
に
け
る
も
知
ら
ず
、
風
の
音
を

聞
き
知
り
て
、
八
月
ば
か
り
に
な
れ
ば
「
ち
ち
よ
、
ち
ち
よ
」
と
は

か
な
げ
に
鳴
く
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
な
り
」
と
あ
る
。
そ
の
頃
か
ら

「
鬼
の
子
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
「
鬼
の
子
」
「
蓑
虫
鳴
く
」
の
季

語
は
こ
こ
に
由
来
す
る
。

蓑
虫
は
繊
維
が
あ
れ
ば
、
葉
や
枝
で
な
く
て
も
蓑
を
作
り
上
げ
る
。

毛
糸
や
細
か
く
切
っ
た
色
紙
の
中
に
幼
虫
を
入
れ
る
と
色
鮮
や
か
な

蓑
を
作
る
。
蓑
虫
の
糸
は
蜘
蛛
の
糸
よ
り
も
強
靭
で
あ
る
と
い
う
研

究
結
果
が
あ
り
、
生
体
工
学
、
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
の
分
野
で
応

用
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
農
研
機
構
な
ど
で
は
蓑
虫
の
糸
を
大

量
に
取
り
出
し
て
工
業
製
品
に
使
う
技
術
を
開
発
し
た
こ
と
を
二
〇

一
八
年
に
報
告
し
た
。

雄
は
雌
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
で
飛
行
し
て
蓑
の
中
の
雌
と
交
尾
し
た
後

に
死
ぬ
。
雌
は
蓑
の
中
の
蛹
の
殻
の
中
に
一
〇
〇
〇
個
以
上
の
産
卵

を
し
て
孵
化
す
る
頃
に
蓑
の
下
の
穴
か
ら
地
上
に
落
下
し
て
死
ぬ
。

秋
、
蓑
の
前
端
を
細
く
し
て
小
枝
な
ど
に
結
わ
え
て
越
冬
し
、
春
に

蛹
化
し
、
六
月
か
ら
八
月
に
羽
化
す
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年1

月
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
四
）

晩
冬

植
物

【
海
老
芋
】

京
芋

海
老
芋
は
反
っ
た
形
と
輪
に
な
っ
た
縞
模
様
が
海
老
に
見
え
る
の

で
着
い
た
呼
び
名
で
あ
る
。
唐
芋
（
と
う
の
い
も
）
と
い
う
品
種
で
、

土
寄
せ
し
て
海
老
の
よ
う
に
曲
げ
て
育
て
る
の
で
手
間
が
か
か
る
。

海
老
芋
は
親
芋
、
子
芋
、
孫
芋
の
す
べ
て
が
食
用
と
な
る
。
海
老
状

に
な
る
の
は
主
に
子
芋
の
部
分
で
あ
る
。
親
芋
、
子
芋
、
孫
芋
と
増

え
続
け
て
い
く
の
で
、
子
孫
繁
栄
の
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
る
。

出
荷
は
九
月
中
旬
頃
か
ら
始
ま
り
、
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け

て
正
月
用
に
需
要
が
あ
る
た
め
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
三
月
頃
ま
で
続

く
。
旬
の
時
期
で
晩
冬
の
季
語
と
な
っ
て
い
る
。

京
都
を
中
心
に
古
く
か
ら
作
ら
れ
、
ま
た
京
料
理
の
食
材
と
し
て

用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
京
芋
と
も
呼
ば
れ
、
京
都
の
伝
統
野
菜

に
な
っ
て
い
る
。
安
永
年
間(

一
七
七
二
か
ら
一
七
八
一
年)

に
青
蓮

院
宮
が
長
崎
か
ら
持
ち
帰
っ
た
里
芋
の
種
を
栽
培
し
た
の
が
始
ま
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
棒
樰
と
炊
き
合
わ
せ
る
京
の
お
ば
ん
さ
い
「
い

も
ぼ
う
」
が
有
名
で
あ
る
。
海
老
芋
は
肉
質
の
き
め
が
細
か
く
、
煮

込
ん
で
も
煮
崩
れ
し
に
く
い
。

海
老
芋
の
生
産
量
は
静
岡
県
磐
田
市
周
辺
が
も
っ
と
も
多
い
。
Ｊ

Ａ
遠
州
中
央
本
店
の
敷
地
内
に
あ
る
「
磐
田
見
付
ど
っ
さ
り
市
」
で

遠
州
以
外
の
地
域
で
は
め
ず
ら
し
い
海
老
芋
を
買
え
る
。
出
荷
が
始

ま
る
と
広
大
な
売
り
場
に
海
老
芋
専
用
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
大
き
さ
の
海
老
芋
が
種
類
別
に
売
ら
れ
て
い
る
。
全
国
の
生

産
量
の
約
八
割
が
磐
田
市
を
中
心
と
し
た
地
域
で
作
ら
れ
る
が
、
ほ

と
ん
ど
が
京
都
の
料
亭
に
送
ら
れ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年1

号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
五
）

晩
冬

植
物

【
人
参
】

胡
蘿
蔔

セ
リ
科
の
根
菜
で
、
夏
に
種
を
蒔
い
て
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
収
穫

す
る
。
葉
も
食
用
に
な
る
が
、
根
は
赤
く
紡
錘
形
で
、
煮
物
や
カ
レ

ー
、
サ
ラ
ダ
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
る
。

人
参
は
地
中
海
地
域
原
産
で
あ
る
。
セ
リ
科
の
越
年
草
で
あ
り
、

世
界
中
で
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
作
出
さ
れ

て
お
り
、
日
本
で
は
普
通
橙
色
で
根
系
が
短
い
も
の
が
よ
く
栽
培
さ

れ
て
い
る
が
、
金
時
人
参
の
よ
う
に
真
っ
赤
な
も
の
も
あ
る
。
世
界

的
に
は
牛
蒡
の
よ
う
に
長
い
も
の
や
黒
紫
色
な
ど
色
と
り
ど
り
の
品

種
が
あ
る
。

人
参
は
オ
タ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
（
朝
鮮
人
参
）
を
指
す
語
で
胡
蘿
蔔
（
こ

ら
ふ
）
と
呼
ば
れ
た
外
来
野
菜
で
あ
っ
た
。
「
蘿
蔔
」
と
は
「
す
ず

し
ろ
」
（
ダ
イ
コ
ン
）
の
こ
と
で
あ
り
、
「
胡
」
は
外
来
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
胡
麻
、
胡
椒
、
胡
桃
、
胡
瓜
な
ど
の
「
胡
」
で
あ
る
。

京
料
理
で
多
く
用
い
る
金
時
人
参
は
「
京
人
参
」
と
も
呼
ば
れ
、

京
野
菜
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
栽
培
し
に
く
い
の
で
正
月
料
理
用

な
ど
に
市
場
に
出
回
る
が
入
手
が
難
し
い
。

熊
本
長
人
参
は
熊
本
の
伝
統
品
種
で
牛
蒡
の
よ
う
な
細
長
い
根
を

持
つ
。
縁
起
物
と
し
て
正
月
用
に
出
回
る
。
沖
縄
島
人
参
は
沖
縄
の

在
来
種
で
黄
色
で
細
長
い
。
甘
味
が
あ
り
生
食
、
ス
ー
プ
、
炒
め
物
、

煮
物
に
さ
れ
る
。

人
参
は
蔗
糖
を
多
く
含
み
、
特
有
の
甘
味
を
持
つ
。
プ
ロ
ビ
タ
ミ

ン

A

で
あ
る
カ
ロ
テ
ン
類
が
豊
富
で
根
菜
類
で
は
唯
一
緑
黄
色
野

菜
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年2

号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
六
）

初
春

時
候

【
う
り
ず
ん
】

お
れ
づ
み

う
り
ず
ん
南
風

沖
縄
で
「
若
夏
」
の
前
に
置
か
れ
る
季
語
で
あ
る
。
沖
縄
の
旧
暦

二
月
、
三
月
の
頃
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
農
作
物
の
植
え
付
け
に
ほ

ど
よ
い
雨
が
降
る
の
で
、
大
地
の
豊
穣
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な

語
感
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
沖
縄
に
も
多
く
の
会
員
が
い
る
氷
室
で
は
、

新
氷
室
歳
時
記
の
時
候
の
季
語
と
し
て
い
る
。
歳
時
記
に
よ
っ
て
は

仲
春
か
ら
晩
春
と
し
て
い
る
が
場
合
も
あ
る
。
そ
の
頃
の
沖
縄
は
平

均
気
温
が
摂
氏
二
〇
度
前
後
と
な
り
、
暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
い
過

ご
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
。
一
年
で
も
っ
と
も
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
言
わ
れ
る
。

暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
雨
で
植
物
が
潤
う
季
節
を
表
す

言
葉
で
あ
り
、
語
源
は
「
潤
い
初
め
」
だ
と
言
わ
れ
る
。

沖
縄
は
緯
度
の
範
囲
が
広
く
、
島
独
自
の
季
節
の
変
化
が
あ
る
。

う
り
ず
ん
に
入
る
前
の
一
二
月
か
ら
二
月
初
め
は
沖
縄
の
冬
で
あ

る
。
気
温
は
低
く
天
気
も
崩
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
だ
ん
だ
ん

温
か
く
な
り
、
三
月
に
入
る
と
八
重
山
諸
島
を
皮
切
り
に
海
開
き
が

各
地
で
行
わ
れ
る
。
服
装
は
薄
手
の
長
袖
に
サ
ン
ダ
ル
な
ど
が
適
し

て
い
る
。
日
差
し
が
強
い
日
が
増
え
る
の
で
サ
ン
グ
ラ
ス
を
持
参
す

る
。
泳
ぐ
に
は
少
し
水
温
が
低
い
が
、
四
月
に
入
る
と
泳
げ
る
ビ
ー

チ
が
増
え
、
ホ
テ
ル
の
プ
ー
ル
な
ど
も
営
業
開
始
と
な
る
。

気
持
ち
の
良
い
晴
れ
の
日
が
多
く
な
り
、
う
り
ず
ん
の
時
期
を
過

ぎ
る
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
頃
か
ら
沖
縄
は
梅
雨
に
突
入

す
る
。
若
夏
が
初
夏
の
季
語
で
あ
る
。
四
月
末
の
穀
雨
の
こ
ろ
か
ら

五
月
は
じ
め
に
か
け
て
の
時
節
で
、
稲
の
穂
の
出
る
こ
ろ
を
い
う
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年2

号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
七
）

三
春

時
候

【
日
永
】

永
き
日

永
日

【
遅
日
】

遅
き
日

暮
遅
し

暮
れ
か
ぬ

夕
永
し

日
永
は
、
春
に
な
っ
て
昼
の
時
間
が
伸
び
て
来
る
こ
と
を
詠
む
季

語
で
あ
る
。
時
間
を
計
れ
ば
実
際
は
夏
の
ほ
う
が
春
よ
り
日
が
長
い

の
で
あ
る
が
心
理
的
に
、
日
中
が
短
か
っ
た
冬
が
終
わ
っ
て
急
に
日

が
長
く
な
っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
る
こ
と
を
詠
む
。

遅
日
は
、
春
の
日
の
暮
れ
が
遅
い
こ
と
の
感
覚
を
詠
む
。
実
際
に

は
夏
至
の
頃
が
日
暮
れ
が
遅
い
の
で
あ
る
が
、
冬
の
日
暮
れ
が
早
か

っ
た
記
憶
の
中
で
、
日
暮
れ
の
遅
さ
が
ひ
と
し
お
印
象
深
く
感
じ
ら

れ
る
こ
と
を
詠
む
。

具
体
的
に
数
字
で
表
す
と
、
京
都
で
二
〇
二
三
年
一
月
一
日
の
一

日
の
長
さ
は
九
時
間
五
〇
分
五
八
秒
、
二
月
一
日
の
日
の
長
さ
は
一

〇
時
間
二
八
分
五
九
秒
で
か
な
り
伸
び
て
い
る
。
日
没
の
時
刻
は
一

月
一
日
で
一
六
時
五
五
分
四
四
秒
、
二
月
一
日
で
は
一
七
時
二
四
分

五
四
秒
で
あ
る
。
今
仕
事
を
し
て
い
る
静
岡
で
は
、
二
月
一
日
の
日

の
入
り
が
一
七
時
一
六
分
で
、
こ
の
差
は
確
か
に
実
感
が
あ
る
。

地
球
が
生
ま
れ
て
ほ
ぼ
同
時
に
月
が
生
ま
れ
た
。
地
球
と
月
は
姉

妹
関
係
に
あ
り
、
月
は
地
球
か
ら
次
第
に
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。
地
球

は
月
の
引
力
の
影
響
を
受
け
て
い
て
、
月
の
位
置
に
よ
っ
て
満
潮
と

干
潮
が
起
こ
る
。
こ
の
潮
汐
力
で
一
年
に
三
・
八
二
セ
ン
チ
ず
つ
月

が
地
球
か
ら
離
れ
て
い
る
。
現
在
は
月
ま
で
約
三
八
万
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
あ
る
地
球
か
ら
の
距
離
が
あ
る
が
、
例
え
ば
、
一
四
億
年
前
に
は

三
四
万
九
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
地
球
の
自
転
ス
ピ
ー
ド
も

今
よ
り
速
く
、
一
日
は
一
八
・
六
八
時
間
だ
っ
た
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年
３
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
八
）

仲
春

植
物

【
土
佐
水
木
】

蠟
弁
花

日
向
水
木

土
佐
水
木
は
高
知
県
の
蛇
紋
岩
地
帯
の
み
に
自
生
す
る
日
本
固
有

種
で
あ
る
。
ま
だ
葉
の
開
か
な
い
早
春
、
黄
色
い
花
が
穂
状
に
垂
れ

下
が
る
。
強
健
で
育
て
や
す
い
た
め
、
江
戸
時
代
の
中
期
よ
り
観
賞

用
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
花
の
少
な
い
時
期
に
咲
く
こ
と
か
ら
生
け

花
の
花
材
と
し
て
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

枝
を
切
る
と
水
気
の
多
い
樹
液
が
流
れ
出
す
こ
と
か
ら
、
あ
る
い

は
葉
の
様
子
が
水
木
に
似
る
こ
と
か
ら
土
佐
水
木
と
名
付
け
ら
れ

た
。
開
花
は
三
月
か
ら
四
月
で
、
葉
の
展
開
に
先
立
っ
て
咲
く
。
小

花
は
直
径
七
ミ
リ
程
度
で
七
か
ら
一
〇
輪
が
集
ま
っ
て
咲
き
、
花
の

付
け
根
に
は
「
苞
葉
」
と
呼
ば
れ
る
檸
檬
色
の
膜
が
あ
る
が
開
花
後

し
ば
ら
く
す
る
と
脱
落
す
る
。

果
実
は
長
さ
一
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
表
面
に
星
状
の
毛
が
密
生
す
る
。

熟
す
の
は
一
〇
月
か
ら
一
一
月
で
、
自
然
に
二
つ
に
裂
け
、
中
か
ら

細
長
い
楕
円
形
の
黒
い
種
子
が
二
粒
ず
つ
顔
を
出
す
。
種
子
は
発
芽

し
や
す
く
、
蒔
け
ば
繁
殖
で
き
る
。

幹
は
直
立
す
る
が
、
細
い
幹
が
多
数
生
じ
て
株
立
ち
状
に
な
る
こ

と
が
多
い
。
ま
た
枝
は
弓
な
り
に
育
つ
の
で
雑
木
の
庭
や
芝
庭
な
ど

で
木
の
合
間
に
植
え
る
と
い
い
。

高
野
水
木
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
土
佐
水
木
の
花
茎
は
長
さ
四
セ

ン
チ
ほ
ど
で
、
こ
こ
に
毛
が
密
生
す
る
の
が
特
徴
で
、
こ
の
点
が
異

な
っ
て
い
る
。
高
野
水
木
は
別
名
に
深
山
土
佐
水
木
が
あ
る
。
日
向

水
木
は
同
じ
マ
ン
サ
ク
科
ト
サ
ミ
ズ
キ
属
の
植
物
で
、
葉
も
花
も
土

佐
水
木
よ
り
小
さ
く
、
枝
も
細
い
。
花
が
二
な
い
し
三
個
で
少
な
い
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年
３
号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
三
九
）

仲
春

植
物

【
楓
の
芽
】

若
楓
は
以
前
と
り
あ
げ
た
。
ま
た
秋
の
紅
葉
の
こ
と
も
書
い
た
。

楓
の
芽
は
早
春
、
枝
先
に
紅
色
の
や
わ
ら
か
な
新
芽
を
吹
く
。
他
の

木
々
に
先
が
け
て
芽
吹
く
も
の
の
一
つ
で
、
鮮
や
か
な
紅
の
芽
が
ほ

ど
け
て
ゆ
く
様
子
が
印
象
的
で
あ
る
。

最
近
、
若
楓
の
呼
び
名
に
「
青
も
み
じ
」
と
い
う
言
葉
が
目
立
っ

て
き
た
。
「
も
み
じ
」
と
い
う
言
葉
は
、
秋
に
草
木
が
黄
色
や
赤
色

に
変
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
動
詞
「
も
み
ず
」
に
由
来
し
、
そ
れ
が

名
詞
化
し
て
「
も
み
じ
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
特
に

目
立
っ
て
色
を
変
え
る
楓
の
仲
間
を
「
も
み
じ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
特
に
葉
の
分
か
れ
方
で
「
も
み
じ
」
と
楓
と
、
呼
び
方
を
分

け
る
説
明
ま
で
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
紅
葉
と
い
う
赤

の
色
と
若
楓
の
若
緑
の
色
の
混
同
が
発
生
し
た
。
紅
葉
の
典
型
と
な

っ
た
楓
は
、
葉
の
形
が
蛙
の
手
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
青
も
み
じ
」
と
い
う
言
葉
は
不
自
然
で
あ
る
が
、

す
で
に
『
広
辞
苑
』
で
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
「
ま
だ
紅
葉
し
な
い

楓
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
広
辞
苑
を
一
応
言
葉
の
採
用
不
採
用
の

基
準
に
使
う
こ
と
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
賛
成
で
き

な
い
。
と
い
う
訳
で
、
紅
葉
、
若
楓
に
重
ね
て
、
こ
の
「
楓
の
芽
」

を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

楓
の
新
梢
は
伸
び
て
も
最
初
の
節
間
が
短
い
ま
ま
な
の
で
、
盆
栽

の
場
合
、
芽
を
早
々
に
摘
む
必
要
が
な
く
、
楓
の
芽
摘
み
は
新
梢
が

少
し
伸
び
て
葉
が
固
ま
っ
た
頃
に
行
う
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年4

号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
〇
）

晩
春

天
文

【
風
炎
】

フ
ェ
ー
ン

風
焔

空
気
が
上
昇
す
る
と
気
圧
が
下
が
っ
て
膨
張
す
る
。
そ
の
た
め
気

温
が
下
が
る
。
下
降
す
る
と
圧
縮
さ
れ
気
温
が
上
が
る
。
空
気
中
の

水
蒸
気
が
凝
縮
す
る
際
に
「
凝
縮
熱
」
が
放
出
さ
れ
る
。
水
蒸
気
を

含
む
空
気
の
塊
が
水
滴
を
作
り
な
が
ら
上
昇
す
る
時
、
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
上
昇
す
る
ご
と
に
摂
氏
〇
・
六
五
ほ
ど
温
度
が
下
が
る
。
乾
燥

し
た
空
気
の
塊
が
上
昇
す
る
時
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
一
度
下
が
る
。

例
え
ば
、
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
の
南
側
で
気
温
が
摂
氏
二
〇

度
の
時
、
湿
っ
た
空
気
が
山
頂
に
着
く
と
摂
氏
七
度
に
な
る
。
そ
の

空
気
が
北
側
に
下
り
る
と
二
七
度
に
な
る
。
上
昇
す
る
時
、
水
蒸
気

は
雨
に
な
っ
て
山
頂
で
は
空
気
は
乾
い
て
い
る
。
日
本
海
側
を
低
気

圧
や
台
風
が
通
過
す
る
と
、
日
本
海
側
で
は
太
平
洋
側
よ
り
も
気
温

が
高
く
乾
燥
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
フ
ェ
ー
ン
現
象
と
呼
ぶ
。

一
九
五
二
年
四
月
一
七
日
、
鳥
取
駅
前
に
あ
っ
た
市
営
動
源
温
泉

付
近
か
ら
出
火
し
、
折
か
ら
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
る
最
大
瞬
間
風
速

一
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
強
い
南
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
て
、
日
中
の
最

高
気
温
が
二
五
・
三
度
に
達
し
、
湿
度
は
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
乾
燥

し
て
い
た
。
火
勢
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
付
近
の
商
店
街
や
民
家
に

飛
び
火
し
な
が
ら
市
街
地
を
北
へ
扇
状
に
直
進
し
た
。

フ
ェ
ー
ン
現
象
の
名
は
、
フ
ェ
ー
ン
（
ド
イ
ツ
語
で

Föhn

）
と

い
う
ア
ル
プ
ス
山
中
で
吹
く
局
地
風
の
呼
び
名
が
由
来
で
あ
る
。
ア

ル
プ
ス
を
越
え
て
吹
く
乾
い
た
暖
か
い
風
で
あ
る
。
現
在
で
は
世
界

各
地
の
同
様
の
風
を
フ
ェ
ー
ン
と
呼
ぶ
。「
風
炎
」
と
い
う
言
葉
は
、

第
四
代
中
央
気
象
台
長
で
あ
っ
た
岡
田
武
松
に
よ
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年4

号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
一
）

晩
春

地
理

【
潮
干
潟
】

潮
干

干
潟

忘
れ
潮

旧
暦
三
月
初
め
頃
の
大
潮
の
時
、
潮
が
大
き
く
引
い
た
遠
浅
の
海

岸
を
潮
干
潟
と
呼
び
、
潮
干
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ

て
は
全
国
各
地
に
干
潟
が
あ
っ
た
が
、
湾
岸
の
埋
め
立
て
、
大
規
模

な
人
工
構
造
物
の
建
設
な
ど
で
大
き
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
潮
が

引
い
た
後
、
磯
や
干
潟
な
ど
に
水
溜
ま
り
が
で
き
る
。
そ
れ
が
「
潮

溜
」
で
、
そ
こ
に
溜
ま
っ
て
い
る
海
水
を
「
忘
れ
潮
」
と
言
う
。
海

水
に
小
魚
や
海
藻
、
小
さ
な
生
き
物
が
い
て
楽
し
い
。

干
潟
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
陸
地
と
海
面
下
に
な
る
こ
と
を
繰
り
返

す
地
形
で
あ
る
。
砂
浜
と
比
べ
て
波
浪
の
影
響
が
少
な
く
勾
配
が
緩

や
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
砂
粒
が
小
さ
く
、
生
物
相
が
多
様
で
あ

る
平
坦
地
形
で
あ
る
。
環
境
省
の
定
義
で
は
「
干
出
幅
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
以
上
、
干
出
面
積
が
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
移
動
し
や
す
い
基

底
（
砂
、
礫
、
砂
泥
、
泥
）
を
満
た
し
た
も
の
」
を
干
潟
と
呼
ぶ
。

干
潟
は
内
湾
の
奥
や
大
き
な
河
川
の
河
口
域
に
発
達
す
る
。
日
本

で
は
九
州
の
有
明
海
周
辺
に
大
規
模
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
干
出
面

積
は
二
〇
七
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
一
九
九
〇
年
）
で
あ
る
。

干
潟
は
以
前
、
世
界
各
地
で
干
拓
や
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
。
し

か
し
生
物
群
の
多
様
性
、
渡
り
鳥
の
中
継
地
、
潮
汐
作
用
や
生
物
群

に
よ
る
水
質
浄
化
作
用
、
沿
岸
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
よ
る
津
波
災

害
の
軽
減
な
ど
、
多
様
な
意
義
が
理
解
さ
れ
、
保
護
す
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
主
な
干
潟
三
七
か
所
の
う
ち
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地
で
あ
る
谷
津
干
潟
や
漫
湖
干
潟
な
ど
が
恒
久
的
に
保

全
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年5

号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
二
）

晩
春

植
物

【
桜
】

牧
野
富
太
郎
と
稚
木
桜

今
回
は
ワ
カ
キ
ノ
サ
ク
ラ
（
稚
木
桜
）
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
第
一
〇
八
作
『
ら
ん
ま
ん
』

の
モ
デ
ル
は
、

日
本
の
植
物
学
の
父
と
言
わ
れ
て
い
る
牧
野
富
太
郎(

ま
き
の
・
と

み
た
ろ
う
、
一
八
六
二
―
一
九
五
七)

で
あ
る
。
草
花
と
向
き
合
う

植
物
学
者
の
物
語
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
描
か
れ
る
。

上
村
登
著
『
牧
野
富
太
郎
伝

花
と
恋
し
て
』
に
よ
る
と
、
「
博

士
が
東
京
へ
出
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
東
京
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
初
め

て
見
、
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
故
郷
に
は
一
本
も
な
か
っ
た
そ
の
苗
木
を

買
い
郷
里
へ
送
っ
て
植
え
さ
せ
た
」
と
あ
る
か
ら
、
一
九
〇
二
年
頃

の
日
本
の
桜
事
情
が
わ
か
る

牧
野
富
太
郎
が
故
郷
の
高
知
県
佐
川
町
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
植
物

に
命
名
し
た
「
ワ
カ
キ
ノ
サ
ク
ラ
」
は
、
種
を
蒔
い
て
か
ら
三
年
と

い
う
短
期
間
で
花
が
咲
く
。

二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
五
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
か

ら
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
エ
ン
デ
バ
ー
号
で
、
若
田
光
一
さ
ん
と
桜
が

宇
宙
へ
出
発
し
た
。
約
八
か
月
半
旅
し
た
桜
は
「
宇
宙
桜
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
稚
木
桜
が
あ
る
。
佐
川
町
の
尾
川
小
中
学
校

の
小
学
生
が
種
を
取
り
、
有
人
宇
宙
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
を
通
し
て

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
送
ら
れ
て
宇
宙
を
旅
し
て
、
地
球
に
帰
っ
た
。
そ
の
桜

の
種
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
八
本
が
発
芽
し
、
二
〇
一
一
年
に
花
が
咲

い
た
。
一
緒
に
宇
宙
に
行
っ
た
い
く
つ
か
の
桜
の
中
で
、
一
番
早
く

花
が
咲
い
た
。
そ
の
種
か
ら
二
世
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
三
世
の
稚
木

桜
を
、
今
生
徒
た
ち
が
大
切
に
育
て
て
い
る
。



『
氷
室
』2

0
2
3

年5

号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
三
）

晩
春

植
物

【
杉
の
花
】

杉
花
粉

杉
は
風
に
よ
っ
て
花
粉
を
運
ぶ
植
物
、
す
な
わ
ち
風
媒
花
で
あ
る
。

花
粉
の
飛
散
時
期
は
、
地
域
に
よ
っ
て
前
後
す
る
が
主
に
二
月
か
ら

四
月
に
か
け
て
で
あ
る
。

杉
花
粉
の
大
き
さ
は
三
〇
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
、
円
形
で
先
端
に

パ
ピ
ラ
と
呼
ば
れ
る
突
起
が
あ
る
。
水
を
含
む
と
花
粉
は
膨
張
し
て

外
壁
が
割
れ
、
内
容
物
は
分
解
し
て
放
出
さ
れ
る
。

杉
花
粉
を
放
出
す
る
雄
花
は
、
七
月
頃
か
ら
形
成
さ
れ
始
め
、
一

一
月
頃
に
は
雄
花
の
中
の
花
粉
が
成
熟
し
、
そ
の
後
、
気
温
の
低
下

や
昼
の
時
間
が
短
く
な
る
こ
と
に
よ
り
雄
花
は
休
眠
状
態
に
入
る
。

冬
の
寒
さ
に
一
定
期
間
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
で
覚
醒
し
、
花
粉
の
飛
散

に
向
け
た
準
備
が
始
ま
る
。
花
粉
の
飛
散
開
始
時
期
は
、
覚
醒
し
た

後
に
暖
か
い
日
が
続
く
と
早
ま
り
、
寒
い
日
が
続
く
と
遅
く
な
る
。

杉
花
粉
の
生
産
量
は
、
花
粉
が
形
成
さ
れ
る
前
年
の
夏
、
日
射
量

が
多
く
降
水
量
が
少
な
い
ほ
ど
、
翌
春
の
花
粉
生
産
量
が
多
く
な
る

傾
向
が
あ
る
。
杉
の
雄
花
生
産
量
が
少
な
い
年
の
翌
年
は
、
雄
花
生

産
量
が
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

日
本
の
森
林
面
積
の
約
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
約
四
四
八
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
杉
の
人
工
林
で
、
多
く
が
植
え
ら
れ
て
か
ら
三
〇
年

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
一
九
六
〇
年
頃
か
ら
杉
花
粉
症
が

急
増
し
た
。
北
海
道
や
沖
縄
で
は
杉
花
粉
が
少
な
く
、
花
粉
症
の
時

期
を
過
ご
す
観
光
案
が
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
十
勝
支
庁
管
内
の
上

士
幌
町
が
避
花
粉
地
と
し
て
名
乗
り
を
あ
げ
、
二
〇
〇
六
年
に
は
奄

美
群
島
も
療
養
や
保
養
目
的
の
花
粉
症
患
者
の
誘
致
を
始
め
た
。
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号
掲
載
用

季
語
つ
れ
づ
れ

番
外
（
一
四
四
）

三
春

植
物

【
蒲
公
英
】

鼓
草

蒲
公
英
の
絮

冬
蒲
公
英
と
い
う
三
冬
の
植
物
の
季
語
も
あ
る
。
蒲
公
英
の
種
類

は
多
く
て
日
本
国
内
で
二
〇
種
以
上
あ
る
。
大
き
く
分
け
て
在
来
種

の
日
本
蒲
公
英
と
外
来
種
の
西
洋
蒲
公
英
が
あ
る
。
後
者
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
原
産
で
あ
る
。
花
の
下
の
総
苞
片
で
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
蒲
公
英
の
総
苞
片
は
反
り
返
え
ら
ず
、
西
洋
蒲
公
英
の
は
反
り

返
っ
て
い
る
。

日
本
蒲
公
英
は
春
に
な
る
と
一
度
だ
け
咲
く
。
西
洋
蒲
公
英
は
強

く
て
開
花
時
期
が
三
月
か
ら
一
〇
月
に
及
び
、
し
か
も
繰
り
返
し
何

度
も
咲
く
。
冬
で
も
咲
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
荒
れ
地
や
道
路
、

住
宅
地
の
よ
う
な
乾
い
た
土
壌
を
好
ん
で
生
息
す
る
。
こ
の
強
さ
ゆ

え
、
外
来
性
タ
ン
ポ
ポ
種
群
は
環
境
省
「
生
態
系
被
害
防
止
外
来
種

リ
ス
ト
」
な
ど
に
入
っ
た
。
た
だ
、
両
者
の
好
む
環
境
が
異
な
る
た

め
に
、
う
ま
く
住
み
分
け
さ
れ
て
い
る
。

蒲
公
英
の
花
の
つ
く
り
は
進
化
し
て
い
て
、
植
物
進
化
の
系
統
で

頂
点
に
立
つ
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る
。
種
類
を
問
わ
ず
花
は
朝
に

開
い
て
夕
方
に
閉
じ
る
。
雨
が
な
け
れ
ば
三
日
連
続
し
て
規
則
正
し

く
開
閉
す
る
。
舌
状
花
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
花
が
円
盤
状
に
集
ま
っ

て
り
、
頭
花
が
一
つ
の
花
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
舌
状
花
の
一
つ

に
五
つ
の
花
び
ら
を
付
け
、
合
着
し
て
合
弁
花
冠
と
な
る
。
舌
状
花

の
中
央
部
に
雌
蕊
が
伸
び
、
雄
蕊
が
計
五
本
合
着
し
て
い
る
。
花
が

終
わ
る
と
花
茎
が
一
旦
倒
れ
、
数
日
後
に
再
び
立
ち
上
が
る
。
花
の

と
き
よ
り
も
高
く
伸
び
て
、
冠
毛
の
付
く
種
子
を
作
り
、
湿
度
が
低

い
と
き
に
綿
毛
を
球
状
に
展
開
し
て
風
に
乗
る
。


